
「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
」

補
遺

本
稿
は
前
号
の
『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第
十
三
号
(
平
成
二
五

年一

O
月
、
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
)
に
掲
載
し
た
、
「
新
・
山
手
樹

一
郎
著
作
年
譜
」

の
補
遺
で
あ
る
。

前
号
で
も
述
べ
た
が
、
山
手
樹
一
郎
(
一
八
九
九

1
一
九
七
八
)
は
そ
の
数
多

く
の
作
品
で
一
般
読
者
の
娯
楽
に
寄
与
し
た
時
代
小
説
家
で
あ
る
。
そ
の
人
気
は

他
の
業
界
に
も
及
び
、
貸
本
業
界
で
は
「
山
手
樹
一
郎
の
作
品
は
ど
ん
な
も
の
で

も
」
(
芳
井
先
一

「
貸
本
屋
調
査
か
ら
|
公
共
図
書
館
と
民
衆
を
結
ぶ
も
の
l
」

『
図
書
館
雑
誌
』
昭
和
一
二
一
年
六
月
、
日
本
図
書
館
協
会
)
と
喜
ば
れ
、
社
会
心

理
研
究
所
の
調
査
(
「
大
衆
文
学
の
読
ま
れ
方
l
貸
本
屋
の
調
査
か
ら
l
」
『
文
学
』

昭
和
三
二
年
一
一
一
月
、
岩
波
書
庖
)
で
は
夏
目
激
石
、
江
戸
川
乱
歩
の
次
に
位
置

す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
昭
和
=
二
年
度
の
単
行
本
の
出
版
数
は
五
七
冊
に
及
び
、

二
位
の
吉
川
英
治
の
四
五
冊
に
大
差
を
つ
け
て
い
て
、
『
実
話
読
物
』
(
昭
和
三
三

年
四
月
、
日
本
社
)
で
は
「
と
て
も
一
年
間
の
出
版
点
数
と
は
思
え
な
い
超
人
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
『
何
と
云
つ
で
も
山
手
先
生
の
本
が
一
番
よ
く
廻
転
し
ま
す

よ
』
と
、
貸
本
屋
の
オ
ヤ
ジ
さ
ん
が
悦
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
そ
の
大

衆
的
人
気
の
ほ
ど
が
察
し
ら
れ
よ
う
。
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
著
作
が
現
在
ま
で
に
六
一
度
映
画
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
人

影

官
冗

山

気
は
所
得
に
も
つ
な
が
り
、
昭
和
三
三
年
度
に
は
二
千
三
百
八
八
万
千
円
で
作
家

部
門
の
一
位
に
輝
い
て
い
る
。
単
純
に
比
較
で
き
る
か
は
疑
問
だ
が
、
映
画
ス
タ

-
部
門
二
位
の
長
谷
川
一
夫
と
ほ
ぼ
変
ら
な
い
金
額
で
あ
る
。
そ
ん
な
山
手
だ
が
、

文
学
研
究
に
お
い
て
忘
れ
去
ら
れ
た
作
家
の
一
人
と
い
う
感
が
否
め
な
い
。
そ
の

象
徴
が
著
作
年
譜
で
あ
っ
た
。
著
作
数
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
大
衆
文

学
研
究
が
評
論
家
主
導
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
起
因
し
て
か
、
作
家
の
基
礎
情
報
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と
も
言
え
る
著
作
年
譜
が
未
整
理
だ
っ
た
の
だ
。
管
見
の
限
り
、
山
手
の
著
作
年

譜
は
こ
れ
ま
で
二
二
本
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
他
と
比
べ
て
、
格
段
に
詳
細
な
八

木
昇
「
山
手
樹
一
郎
年
譜
」
(
『
大
衆
文
学
大
系

二
七
』
昭
和
四
八
年
七
月
、
講

談
社
)
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
で
も
誤
り
や
抜
け
て
い
る
著
作
が
非
常
に
多
か
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
筆
者
は
「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年

譜
」
を
制
作
、
発
表
し
た
。
こ
の
年
譜
は
こ
れ
ま
で
の
年
譜
の
誤
り
を
訂
正
し
た

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
著
作
を
数
多
く
発

掘
し
、
加
え
た
。
詳
し
く
は
前
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
年
譜
を

発
表
し
た
後
も
調
査
を
続
行
し
た
結
果
、
さ
ら
に
多
く
の
著
作
を
発
掘
す
る
に
至

っ
た
。
よ
っ
て
こ
れ
を
「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
」
補
遺

ー
と
し
て
こ
こ

に
発
表
す
る
。



こ
の
中
に
は
、
室
生
犀
星
や
小
川
未
明
な
ど
の
、
文
学
研
究
に
お
い
て
も
メ
ジ

ャ
!
な
作
家
が
名
を
連
ね
て
い
た
児
童
雑
誌
(
『
少
女
文
芸
』
)
に
掲
載
さ
れ
た
小

説
や
随
筆
や
、
農
業
雑
誌
(
『
肥
料
』
)
、
漁
業
雑
誌
(
『
海
の
村
』
)
な
ど
の
専
門

業
界
向
け
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
な
ど
が
新
た
に
発
掘
し
た
著
作
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
山
手
樹
一
郎
と
い
う
作
家
自
体
の
、
新
た
な

輪
郭
を
知
る
上
で
も
重
要
な
著
作
で
あ
っ
た
。
言
わ
ず
も
が
な
こ
れ
で
年
譜
が
完

成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
著
作
の
発
掘
は
続
く
し

一
生
の
作
業
で

あ
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら
一
定
数
に
達
し
た
際
に
は
、
補
遺

E
、
E
・
:
と
発
表
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
前
号
の
「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
」
と
併
せ
て
ご
覧
頂
き
た
い
が
、

こ
れ
ま
で
山
手
樹
一
郎
と
い
え
ば
戦
後
の
人
気
作
家
、
と
い
う
あ
い
ま
い
な
印
象

が
強
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

「
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
」
を
見
る
こ
と
で

そ
の
人
気
の
詳
細
な
推
移
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
見
る
と
、
大
正

末
か
ら
昭
和
一
桁
は
編
集
業
の
傍
ら
著
作
を
発
表
し
て
い
た
が
、
昭
和
一
四
年
に

博
文
館
を
辞
め
て
職
業
作
家
に
な
り
、
同
年
の
一
一
月
か
ら
『
岡
山
合
同
新
聞
』

で
連
載
し
た
「
桃
太
郎
侍
」
で
人
々
に
認
知
さ
れ
始
め
る
。
そ
の
後
昭
和
一
五
年

に
二
八

(O)
作
、
昭
和
一
六
年
に
四
二
(
二
)
作
、
昭
和
一
七
年
に
一
七
(
一
)

作
、
昭
和
一
八
年
に
一
九
(
二
)
作
、
昭
和
一
九
年
に
七
(
二
)
作
、
昭
和
二

O

年
に
五
(
一
)
作
、
昭
和
一
一
一
年
に
六

(O)
作
、
昭
和
二
二
年
に
五

(O)
作

と
い
う
よ
う
な
著
作
の
発
表
数
で
あ
る
。
括
弧
内
の
数
字
は
連
載
も
の
の
数
値
だ
。

「
桃
太
郎
侍
」
で
得
た
人
気
は
徐
々
に
出
始
め
て
い
る
が
、
終
戦
間
近
に
な
る
と

さ
す
が
に
数
が
減
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
し
か
し
昭
和
二
三
年
か
ら
の
復
活
ぶ

り
が
凄
ま
じ
い
。
昭
和
二
三
年
に
五

(
四
)
作
、
昭
和
二
四
年
に
四
二
(
六
)

作
、
昭
和
二
五
年
に
一
九
(
五
)
作
、
昭
和
二
六
年
に
一
九
(
五
)
作
、
昭
和
二

七
年
に
二

O
(
八
)
作
と
い
う
著
作
数
で
あ
る
。
ま
た
著
作
数
は
減
っ
て
も
、
連

載
数
が
増
加
し
て
い
る
点
は
人
気
作
家
と
し
て
認
知
さ
れ
、
多
く
の
需
要
が
あ
っ

た
証
拠
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三

0
年
代
に
入
る
と
そ
の
人
気
は
更
な
る
も
の

に
な
り
、
高
額
所
得
者
の
上
位
の
常
連
に
な
り
、
昭
和
田

0
年
代
に
は
日
本
作
家

ク
ラ
ブ
の
会
長
に
就
任
す
る
。
つ
ま
り
、
山
手
樹
一
郎
の
全
盛
期
は
昭
和
二

O
年

代
中
盤
か
ら
昭
和
三

0
年
代
中
盤
ま
で
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と

も
山
手
樹
一
郎
の
著
作
年
譜
が
整
理
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
り
始

め
た
事
実
で
あ
る
。

最
後
に
表
記
に
つ
い
て
だ
が
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
太
字
に
な
っ
て
い
る
著
作
は
、
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今
回
新
た
に
発
掘
し
た
著
作
で
あ
る
。
各
著
作
の
発
表
月
日
、
巻
号
に
関
し
て
は
、

全
て
新
発
掘
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
単
行
本
や
全
集
に
は
再
録
は
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
著
作
名
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、
初
出
紙
誌
な
ど
が
不
明
だ
っ
た
著
作
も

あ
る
。
こ
の
場
合
は
初
出
年
月
、
初
出
紙
誌
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
太
字
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
年
同
月
間
日
に
発
表
さ
れ
た
著
作
は
、
五

O
音
順
に
並
べ
た
。
加
え
て

連
載
も
の
の
初
出
紙
誌
月
日
の
巻
号
が
「
?
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
連
載
開
始
時
の
巻
号
は
判
明
し
た
も
の
の
、
連
載
終
了
時
の
巻
号
は
様
々

な
施
設
や
方
法
で
調
査
し
た
も
の
の
確
認
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
※
」

が
付
い
て
い
る
著
作
は
、
広
告
な
ど
で
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
当
該

の
巻
号
の
紙
誌
を
確
認
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
[
註
]
が
付
い
て
い
る
著

作
や
誌
紙
は
最
後
に
ま
と
め
て

[註〕

で
説
明
し
て
い
る
。



12 10 12 12 11 11 6 6 6 10 10 月

日
ト一一一一

最後

面図
コ 格の闘 保 作

あきら 編集室よ 編集室
国

編集室よ 海辺
編集室よ

の
名品ヒ 闇

膏 h、
行方い 行 の

香の め 光の よ 窓 つ
司E

註 書名り り た話 り り

註 ] 

2 
] 

大 大 大
←一一一一一

長
正 正 正

秋鳴
九 八

井 井 。井 井 井 井 井 井 "‘、 井 井 ，.隔、 執口 口 ロ 口 口 口 ロ 口 一 ロ 口 一 筆名長 長
，.句、

長 長 長 長 怠、 長 長 長 長
一 ー 一 一 つ 九 九一 一 一 一 一 一九 b 一一 一一

膏花
。 九一

) 

年 年 十一一一一一

記後
鋭

年 後記
説 後I[! 鋭

随筆 後記
鋭

後記
鋭

種類

卜一一一ーー

少女 少女 少女 少女号 少女号 少女 少女 少女号 少女 少女号 少女号

初誌出

号 号 号 号 号 号
紙名

「一一一一一
4 

6 6 5 5 5 5 5 5 4 
巻

10 
号

12 10 12 12 11 11 6 6 6 10 

? 

「一一一一一

初

本刊
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8 8 8 7 6 4 3 2 2 10 6 2 2 月

日
ヤ一一一ーー

/'( 虎
よ お 義士 忘 作

女
女なが

カ 水大 ヲ
少年ノ

大
し し

れ フ

鳩な鳥き
ロ名ロ一

熱z ナ タイン
竃

江 せ れお ヲ
ぬおも

ラ
マ サ ノ ノ ア ン
ケ もら ゾン 中 チ 中 の ま い イ ス心 つ

書名テ ヘ タ槍 エ ヘ 配 て テ かげ 語
ク

一
大 大

ゐちぐ

正 正
一 一

井 井 井 井 井 井 井 井 井 一 井 井 井 井 井 一
筆名執口 ロ ロ 口 ロ ロ ロ 口 ロ 一 口 ロ ロ ロ ロ

長 長 ゃち 長 長 長 長 長 長 長
r旬、

長 長 長 長 長
r町、

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一う 九 九
じ

一 一
四 一一

) ト一一

鋭 鋭 後記 説 鋭 鋭 説 説 説 後配 年 後配
鋭

筆随 後配
鋭

年 種
類

ヤ一一一一一

学画報
少女号 少女号

事
率直報 学 学 学

少号女 少女号 少女号
学

少女号 少女号 少女号

初出

誌

画報 画報 画報 画報 画報
紙名

ヤー一一一

8 

5 9 9 5 5 5 5 5 9 9 8 4 8 B 
巻

号
8 8 8 7 6 4 2 2 10 6 2 

? 

初

刊本
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8 7 5 4 3 2 2 12 11 10 9 9 月

日

重
.:::、、 1¥ い

足 手 上馬 な 作
カ 逃ゲ

ク ダ そ つ峠 兵 タ ー 雪 カ が 清強イ
ノ ノ ノ か 名品ノ 衛 一 ウ 中ノ山 ノ キ

JEガ' L， 
ノ の ノ し リ ヰネ し

被
早業

J、 タ 夜
オ医 い 正 モ 銭オ 散歩

書名樽 メ ム
ー 者

ノ
リ一

大

ゐちぐ

正
ゐちぐ一

井 井 井 井 井 井 井 井 四 井 井 井 井
筆執ロ 口 ロ 口 口 ロ 口 ロ 口 ロ 口 口

長 長 長 長 長 長 長 ち 長
，..崎、

長 長 長 長 ゃち一 ー 一 や ー 一 ー 名
一 一 一 一 九 一 一 一 一

うじ うじ一一
五、、.J

後 年
説 説

記後
種

説 説 鋭 説 説 説 説 記 説 説 説 類

学 学 率 学 学 少号女
学 少女号 学 率

率画報 報学画 画報学
少女号

初誌出

画報 画報 画報 画報 報画 画報 薗報 画報
紙名

6 6 6 6 6 10 6 10 6 5 5 5 5 9 
巻

号
8 7 4 2 12 11 10 9 9 

初

刊本
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5 4 4 4 4 2 12 12 11 10 g 月

15 日

ロ
ウワ オオ ラ 作

ひ
嘩喧 ビ 古 夢 ツ自 ‘ ノ カン 名品一 とり 初 ン 猶 〉ー，・ カ r< 

恋 の名人
ソ

書 メ ノ 『、句 ノ
傍ナウ

マ景 、ー・

書
ユ〆 ユ 書 化オ ン

名書と メ

大
正
一井 弁 井 井 井 井 井井 井 井 井 井
五

井

筆執名
口 ロ ロ ロ 口 ロ 口 口 口 ロ ロ 口 口
長 長 長 長 長 長 長 長 "..町、 長 長 長 長 長

一 一 一 一 一 一
九
一一....._ 
J、、

随 随
随筆 筆随

説 年 説 鋭
種

豊臣 筆 説 説 説 説 鋭 鋭 類

タカ 初
少 少 少女 少女 学 主 事画報 毒菌報 率重報 学高報 率報直 学画報

誌出
女 女 フ

文芸 文芸 文芸 文芸 画報
ノ

画報
ク

紙名

8 
新

7 7 7 6 8 6 6 
年 巻

10 
増 号

2 4 12 11 10 9 
事j

守

初

刊本

-96 -



10 10 9 8 7 6 5 5 5 5 月

日
ト一一一一

弱

秋風立 鹿馬侍イ 無題
卑怯ナ

作

本能寺
鋸集 lこ 品名

強イ
註 ち の 鼻 れさ

蚊

4 て
先生 後

書名
姓百

] 

た話※ 

ト一一一一
ゐ 大

ちぐ
正

井 井 弁 井 井 井 井 井 井 井 井 一
執筆名口 ロ 口 ロ 口 口 ロ ロ 口 ロ 口 五長

ゃちうじ

長 長 長 長 長 長 長 長 長 長

一 一 一 一 一 一
，....、

九
ト一一一

説
後記

説 説 説
後12 

説 鋭 襲 説 霊
一 種幽4白.

説
J、、

類

年
トー一一一一

少女文芸
初

率
少女号 女号少

率 率
主事

本
文少女萎 少女文芸 少女文芸

出
誌

薗報 画報 画報 霊 註 重
紙名3 

] 

7 11 11 7 7 7 7 7 
巻

号
11 10 9 10 9 8 6 7 6 2 

初

本刊

」 ー 一 一L ー
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2 8 9 6 4 2 月

10 10 15 日
ト一一一一 ト一一一一一 ヤ一一一一

関 十 捕手力

詰量

1¥ 作
一

海賊昔話

ゲ
名品樹

取供養盃 m 夜負五
ン

の陰
コ

合気イマ
名書レ

ア

昭 ト一一一一 昭 昭 トー一一一一 昭 昭 卜一一一一

和 和 和 和 和
山 一 山 山 山 一 山 一 一
手

樹手 手樹 樹手 樹手
井 井 井 一 執

四 一一 一 。ロ ロ 口樹
長 長 長

，.....、
筆名

"町、 一 "旬、 ，.司、 ，.町、 一
郎 郎 郎 郎 一 郎 一 一 一 九一

九 九 九 九 一一 一 ト一一一 一 ト一一一 一 七 「一一一一

九 八 -'- 五
鋭

種1¥ 
説 説説 一 説

) 

鋭 説 説 一 年 類

一 年 ト一一一 年 年 トー一一一 年 卜一一一一

婦女界 新青年
婦人

学 学

初出

相 栢 学 誌
撲 撲

画報 画報 画報 報画
紙名

トー一一一一 ト一一一一一 ト一一一一一 「一一一一

59 19 8 8 8 
巻

373 号
2 14 4 2 6 4 2 

ト一一一一 ト一一一一 ト一一一一 「ー一一一ー

初

本刊
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12 9 8 6 5 3 5 5 5 5 5 5 5 月

10 日

道 加千お
春宵

陸
船病院 衣白 空 戦車 海

Iま 精 の の の の の
添Jし11 

の 作

義士
近き 限り 魂

茶屋 つ 軍神
名続で 桜

の
根限 餅 る

橘大震妹 め 註
ぎ ま

名書あ り 供餐 子
り 5 

] 

し
子

山 山
樹手山 樹手山

山 山 山
昭

術手山 樹手山
山 山

手樹山 樹手山 掛手山手樹 手樹 手樹 樹手 樹手
和

手樹 樹手
執筆名一

一 一 一 一 五 一 一 一 一 一 一
郎 郎 郎 郎 郎 自5 郎 郎 郎 邸 郎 郎 郎 郎

"‘、
一
九 業 絵本 絵本 絵本 絵本 絵本 絵本

種
説 鋭 説 説 説 説 説 四 類。
少

新語 新漬州 新満州

少
婦女 婦女

年 主婦之友 主婦之友 高之友 毒友之 主婦之友 主婦之友 主婦之友
初出

女 女 誌

友の 友の 界 界

話 基 付録 毎 付録 付録 付録 紙名

5 5 5 5 5 5 5 

33 4 4 4 33 61 61 月 月 月 月 月 月 月
巻

号 号 号 号 号 号 号
号

12 8 6 5 5 2 付 付 付 付 付 付 付

録 録 録 録 録 録 録

E司

天 春
の の
火 虹
民冒 民事

S 日

1 8 3 
( 

( 

1 ~ qJ 1 ~ ~ 1 
) 

) 

初刊本12 4 

月
月

新泉社

光
風
中士

一一一一一一
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11 5 11 8 月

25 10 20 日
ト一一一一 』一一一一一 トー一一一一 十一一一一

父

保剣天

さ 作
母

逃亡 尊掻
ん

塁 明月 兄
生斐甲

品名新 の 志
の

伝客
雪 手 五

街道
土 乗 妻の 声鍍 日
註

書名

6 
] 

ト一一一一 昭 ト一一一一 昭 卜一一ー一ー 昭 昭 昭 昭 「一一一一一

山
和

山
和

山
和

山 山
和

山 山
和

山
樹手山

山
和

一 一 一手 手 一 手 一 手 手 手 手
手樹 樹手

執
樹 一 樹 。樹 九 樹 樹 八 樹 樹 七

..... ー

筆名/¥ 
一 一 一 一 一

郎 "‘、 郎 ---、 郎
"..司、

郎 郎
，..句、

良日 邸
，..町、

郎 郎 郎
"..町、

一 一 一 一 一

ト一一一一 九 ト一一一 九 ト一一一一 九 九 九 九 ト一一一一

講 四 四 四 四 四 四 種
絞 ..... ー 鋭 五 説 四 説 説 一 説 説 説 説 鋭 一 類~ 、、

) ) ) 

ト一一一一 トー一一一一 ヤー一一一 「一一一一一

年 年 年 年 年 年 初出

新雲
少 議

海 能芸 戦線 女少 少女大 女 切 肥 誌
陸 の 縫 村の 文

文庫 の
友の 料

友 a 化 友
紙名

トー一一一一 トーー一一 卜一一一一 十一一一一

8 

第 2 37 6 g 34 34 
巻

月

号 2 5 6 11 
号

39 8 5 号

9 
トー一一一 ト一一 ト一一一一 「一一一一

ー司
土
の

色花嫁. 

s 
27 

1m 
) 

初
7 

刊本月

光役軍書
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5 5 4 3 12 11 10 9 9 8 8 7 4 月

10 15 日

一

五 山
柳生 千五両

作

花嫁 月
江

狐女 男 姉御
男

きょう
思密奉行

品名
雨 戸 町芸 l怒ま

の

又十郎
虎変 地 夜月 土俵 の

化 の
獄 者 町 硯

出門 書名曲 る

昭 昭
山手 手山 手山 樹手山 和 手山 手山 手山 樹手山 樹手山 手山 手山 手樹山 手樹山 樹手山 和

執筆名一樹 樹 樹 一 樹 樹 樹 樹 樹

一 一 回 一 一 一 一 一 一
郎 郊 郎 郎 郎 郎 郎 郎 郎 郎 郎 郎 郎 郎 一...... 、 .... 旬、

一 ト一一一司

九
説 説 説 説 説

九 種
説 説 説 説 四 説 説 説 説 説 四 類

九 八 ト一一一ー

年 年

青春 少
説

員長蹟
鋭

霊長冨 員品議 少年冒険

初出

タ 女
天狗 仮 誌

イ の友
フ フ

高
ム ア 7 

紙名ス ノ‘ ‘ ノ

十一一一一一

2 臨

2 42 2 第 第 時
巻

4 3 2 増
τ四ヲ

4 5 3 集 5 集 2 3 3 刊 4 

? 号
「一一一一

初

本刊

一一一一
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5 12 6 5 9 6 6 6 月

15 15 10 25 15 日
ト一一一一一ー ト一一一一一

花

要許す

f平
花魁

の 年余

花魁事膏l 妻恋情話 童ぐ
新

名品無 雨 秋
恋馬車

日 の
れぐし

窟 仁義 つ の
女恩

名書L、
て 出

昭 昭
ヤーーーーーーー

昭 昭
手山 手山 和 手山 和

手樹山
和 樹手山 手樹山 樹手山

和
手掛山 樹手山 樹手山 樹手山

執筆名一樹 樹 樹

一 一 l¥ 七
.品"・ 一 一 五 一 一

郎 部 郎 郎
J、、

郎 郎 郎 郎 郎 郎 郎/"旬、 ，....、 "‘、 ，....、

一 ト一一一一一 一 ト一一一一 一
随 九 筆随 九 樋 九 信h 筆随

説
九

説 説 説 説
種

筆 説 五 五 筆 五 句 五 類

ト一一一一 ト一一一一 一 。
) ) 

年 年 年 年

大 実話情

大委芸
鋭 鋭

探偵よ

大衆鋭

初出

衆 • 丸 フ フ 誌

文芸 裁 士 言の ア ア

紙名ン ン泉
冊 の

トー一一一 ト一一一一

鏡

切
13 5 4 12 3 第 第 2 

巻
月 10 6 

説 号
2 号 3 13 6 6 集 集 39 

sIJ 

冊

初

刊本
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8 8 2 11 7 11 3 月

3 2 15 21 日
ト一一一

タ 食 少 う
1J' 斗ムL い 年 椀 つ

す皇 今年昔
作

棄 の
ねえ食

の 生
あと

風坊来
品名人 女 虹

流秘太
ロ

弁の
詮 註

はき カt
い き

書名8 ね 7 万 な11" 
] 

え
] 

い

昭 ト一一一一 昭 昭 昭
山 山 山 山 和 山 和

樹手山 樹手山
和 山

樹手山 樹手山
和

手 手
掛手 手 手樹

一
樹手

一

執筆名樹 樹 樹 。 九
一 一 一 一 一 一 一

郎 郎 郎 民日 ，...、 郎 ，....司、 郎 郎 ，....町、 郎 郎 郎 ，...崎、

一 一 一
九

トーー一一一
九 九 九

ヤ一一一一

樋 台 筆随 随筆 後記 霊 車 種
筆 本 言党 五 説 五 五 鋭 五 類

i¥ 
ト一一一一 七 五 四

ヤ一一一一

朝
年 年 年 年日

週刊サ 初誌出
競売 送放 あま 新聞

説
大衆文芸新 文 か

てノ

春秋 ンユ
聞 化 ら 下ろ ケ

紙名
ア イ
版

し

卜一一一一一 「一一一一一

11 

13 12 3 月 3 14 
巻

月 21 
16 号

8 77 4 3 B 3 

B 号
ト一一一ー 卜一一一一

出司

鱒書房 軽文司少
年
の 学

虹 新
』 書

S 股
34 旅
( 初
IW 説集 干本IJ 
) 

1 S 
月 30 

東都
( 

1m 
) 

書
7 

房
月

ーーーーーーーーー ーーー '-ー一一ー
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5 3 12 4 10 7 7 5 2 月

10 4 5 15 15 30 日
卜一一一一

ただ

作者

番号背1;1 
無題

作

れそだ
あ 八

私 私 緋牡丹 名品る
幡鳩

私臼
の

貸家の
の

註、ーー
還暦It 

1とi. 九郎 の 9 
書名の 1;1 。 夢 ] 

、ー
と

昭 昭 昭 ヤ一一一一

山 山 和 山 山 和 山 山 山
樹手山 樹手山 樹手山

和
手 手 手 手

樹手
手 手

執筆名掛 樹 七 担H 樹 五 樹 割H 四一 一 一
郎 郎 ，.-.、 郎 郎 〆'町、 自E 郎 郎 郎 郎 郎 ;"画、

一
九 九 九

卜一一一一

霊 筆随
_._ 

筆随 筆随
... 司.

対談 望 霊 後配 五
種

J、、 J、、 説 鋭 類一 。 九
卜一一一一) 

年 年
夕刊タ 著書

年
初出

歴 週刊
大景観 文書春秋E 大委芸

jJlJ 

史読
平

冊
誌

鏡 凡 イ
宝本 売

ムズ 石
下

紙名
ろ
し

卜一一一一

翌々

15 37 19 16 年 5 37 19 12 
巻

τロヲ

5 3 50 4 月 11 7 5 2 

日
卜一一一一

桃源社 八『 少ー司

幡鳩 年
の

郎九 虹
島国

( 

S 
) 34 

( 初
1 ~)! 

刊本) 

』

1 
S 

月
36 
( 東
1961 

都書房
3 
月

」
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12 11 8 5 3 3 7 4 月

10 21 14 10 17 日
ト一一一一 卜一一一一一

Z客~J 少年 雲青 作者 胡堂さ 作

春 私
湾岸

浪人雑話 去年d年~ ロ名ロ
待 の の 燃 の んを
月 実力 広告

剣士
の

え
、ーー

柳
ばと い 書名る

た
む

ト一一一一一 昭 ト一一一一一
山 和

手掛山
山 山 山 山 山

昭
山 山 山

昭

樹手 四 樹手 手樹 樹手 樹手 樹手
和

樹手 樹手 掛手
和

執筆名。
一 一 一 九 一 一 八郎 r-、 郎 郎 郎 郎 良日 郎 郎 郎 郎

ト一一ー一一 r-、 ，.町、 「ー一一一一

随 九 霊 随
随筆

一
筆随 霊 筆随

一 種
筆 -'- 筆 鋭 鋭 説 九 九 類

J、、 ..... 圃・ -'-

トーー一一一 五
，、 /¥. 卜一一一一
四

‘ーー
) 

初

大衆
年

歴史 文芸 ど 週刊

事
北 年 史歴

思
年 誌出も

新国聞
文芸 読本 甥 司民

競売 票日 光の 紙名

ト一一一一 十一一一一一

翌
23 

年
25 39 3 38 16 

3 巻
22 

月 号
12 11 2 7 2 

2 
30 

日
7 

ト一一一一 卜一一一ー
S 『

雲青燃
55 山

(手
1910 樹
)一 え
3 郎 る
月長 色 =

編 S 
春時 41 初

壁た ( 刊本

説 1m 
) 

全
集 l 

月
別
巻 桃

源
』 ネ土

ー 105-



7 4 4 6 7 6 月

7 11 日
ト一一一一一

あ あ

年筆万目 わ の の
;百 古 た 、ー もー 作
の 稀 私 し し 一 と と

コ 名あ の

喜吉

の つ 、- 、- レれ な 正

書初きめ

の の の
ク

‘ーー つ 月 門 、ー ‘ー ン 書名れ て と と
ヨ

( ( 

ン2 
) ) 

昭 昭 昭 昭 「一一一一一

山 山 山 和
手樹山 手山

和
手樹山

和
手樹山 手樹山 手樹山

和
手 手 手 四 四 四 四 執
樹 樹 樹 四 樹 一 筆

一 一 一 一 一 名
郎 郎 郎 ，..旬、 郎 郎 ，..町、 郎 ，..町、 郎 郎 郎 ，..町、

一 一 一
九 九 九 九 ヤー一一一一

随 随 随筆 ー 筆随 随筆
調 .... 

随筆
....圃圃

随筆 随筆 望
....... 種

ヨ医 筆
J、、 /¥. J、、 J、、

類
九 八 七

....... 
/¥. 

) ) ト一一一 ) 一ヤ一一一一

都道府

年 刊月 年 年 年
誌初出

読売 L、婦人 家
大衆文芸 過潮説潮

占1す、 の
農県 新聞 生活 光

紙名望 ろく

卜一一一一一 r一一一一一

6 
7 43 26 26 

月 巻
月

11 号
130 105 号 6 8 7 

日

「一一一一一 「一一一一一

襲量

5 
45 
年
2 
月 初

袋東池
刊本

嵐名会事務西

局
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4 12 9 9 月

20 16 日
ト一一一一 「一一一一

鮒釣り
規則正

わ
伝奇観 作

し た 品名
1・1

註
生活が

し 第の
し の

書名10 
て欽め

，[.¥ 一
] 

者入一
る 番

昭
←一一一一一

昭 昭 昭
ヤ一一一一一

山手 山手
山

樹手山 手掛山和 和
手樹

和 和 執
樹 五 樹 四 四 四

筆名
一 l¥ 一 ー 五

郎 部 郎 l' 郎 郎
，，-.、 ，，-.、 ，.、、 "崎、

ト一一一一 ト一一一一一 ト一一一一一 一 ヤ一一一一

筆随 九 筆随 九 随 九 筆随 随筆 九 種

七 七
筆

七 七 類

一 七 ト一一一一一 ト一一一一一 一 。ヤ一一一一
、、-'

労・安喜量ー
初出

大委筆
年 年 産 年

議新売聞

年

業新潮
誌

ろ 紙名
し

ト一一一 ト一一一一一 ト一一一一一 t-一一一一

37 83 21 
巻

号
4 5 

ト一一一一 トー一一一 ト一一一一 r一一一一

談講社 角団『

喜
久
雄
全
集

月 初刊
報

本
色ー

5 
35 
( 

1970 

9 
月
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【註】
[
1
]
 

「
図
面
の
行
方
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
山
手
樹
一
郎
の
著
作
に
お
け
る

最
初
の
連
載
小
説
だ
と
判
明
し
た
。

{
2
]
 

大
正
九
[
一
九
二

O
]
年
一
一
一
月
『
少
女
号
』
五
巻
二
一
号
に
発
表
さ

れ
た
「
最
後
の
格
闘
」
は
井
口
長
二
、
山
内
秋
生
、
鹿
島
鳴
秋
、
清
水
か

つ
ら
の
合
作
自
国
険
小
説
「
闇
の
光
」

の
一
部
で
あ
る
。

[
3
]
 

大
正
一
五
年
四
月
に
新
報
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
少
女
文
芸
』
の
執
筆

障
に
は
、
室
生
犀
星
や
小
川
未
明
、
久
米
正
雄
な
ど
も
名
を
連
ね
て
い
た
。

こ
の
『
少
女
文
芸
』
の
第
一
年
六
号
(
大
正
一
五
年
九
月
)
か
ら
は
「
こ

の
号
か
ら
先
輩
鹿
島
鳴
秋
氏
の
後
を
受
け
て
、
私
が
本
誌
の
編
集
を
、
し

ば
ら
く
あ
づ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
後
援
を
お
ね
が
ひ

い
た
し
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
手
(
井
口
長
二
)
が
編
集
を
担
当
し

て
い
た
。

[
4
]
 

こ
の
後
記
に
は
題
名
が
な
い
の
で
、
こ
の
年
譜
で
は
無
題
と
し
た
。

[
5
]
 

「
お
千
加
茶
屋
」
は
、
現
在
で
は
「
お
千
代
茶
屋
」
と
改
題
さ
れ
て
い

る。

[
6
]
 

「
小
父
さ
ん
志
士
」
の
初
出
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
立
教
大

学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
二
年
の
中
辻
智
子
氏
の
指
摘
に

よ
っ
て
判
明
し
た
。
記
し
て
謝
意
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

[
7
]
 

「
少
年
の
虹
」
は
そ
の
初
出
媒
体
が
『
朝
日
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア
版
』
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
子
供
向
け
に
書
か
れ
た
時
代
小
説
で
あ
る
。
内
容
は
、

賢
一
・
又
太
郎
・
弥
太
・
三
太
と
い
う
十
代
の
少
年
た
ち
が
ま
ぼ
ろ
し
組

な
る
強
盗
を
追
い
詰
め
、
最
後
は
遠
山
奉
行
が
捕
縛
す
る
と
い
う
も
の
で
、

ま
さ
に
山
手
版
「
少
年
探
偵
団
」
と
言
え
る
内
容
で
あ
る
。
文
芸
評
論
家

の
石
井
富
士
弥
は
『
山
手
樹
一
郎
長
編
時
代
小
説
全
集
』
別
巻
一
に
併
収

さ
れ
て
い
る
「
竜
虎
少
年
隊
」
に
関
し
て
、
「
幕
末
の
大
江
戸
の
怪
盗
団
を

夜
警
す
る
山
手
版
μ

少
年
探
偵
団
乙
と
述
べ
て
い
る
ロ
少
年
た
ち
が
怪

盗
ふ
く
ろ
組
か
ら
江
戸
の
町
を
守
る
と
い
う
内
容
か
ら
確
か
に
そ
う
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
少
年
の
虹
」
は
、
遠
山
奉
行
が
乱
歩
の
少

年
探
偵
団
も
の
に
お
け
る
明
智
小
五
郎
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

そ
う

い
っ
た
点
で
も
「
少
年
の
虹
」
こ
そ
が
山
手
版
少
年
探
偵
団
と
言
え
る
著

作
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
山
手
樹
一
郎
、
江
戸
川
乱
歩
が
共
に
豊
島
区

在
住
で
、
「
豊
島
文
人
会
」
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
交
流
が
う
か
が
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え
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
『
貼
雑
年
譜
』
に
見
る
江
戸
川
乱
歩
と
山
手
樹
一

郎
の
交
流
」
(
『
大
衆
文
化
』
第

一
号
、
平
成
二
六
年
九
月
、
立
教
大
学

江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

ち
な
み
に
「
少
年
の
虹
」
の
詳
細
な
初
出
年
月
は
筆
者
の
調
査
に
よ
っ

て
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

[
8
]
 

「
夕
立
の
女
」
は

N
H
K
に
以
来
さ
れ
た
書
い
た
山
手
に
と
っ
て
初
の

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
台
本
で
あ
る
。
既
存
の
年
譜
で
も
そ
の
著
作
の
存
在
は

明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
初
出
紙
誌
は
今
回
の
調
査
で
初
め
て
明
ら
か
に
な

っ
た
。
同
じ
ぺ
1
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
高
島
秀
「
企
画
・
演
出
メ
モ
」

に
は
、
「
N
H
K
の
放
送
時
刻
改
定
と
と
も
に
、
第
一
放
送
の
所
謂
金
ド

ラ
と
し
て
馴
染
ま
れ
て
来
た
放
送
劇
が
、
文
字
通
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ア
ワ



ー
に
組
み
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
(
略
)
今
ま
で
の
放
送
劇
作
家

陣
を
更
に
拡
げ
、
所
謂
小
説
家
か
ら
も
広
く
台
本
を
提
供
し
よ
う
と
い
う

企
画
が
生
れ
、
今
回
山
手
樹
一
郎
氏
に
も
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
先
生
が
放
送
劇
は
初
め
て
だ
か
ら
と
仰
言
る
の
を
無
理
に
と
い
う

よ
り
聯
か
強
引
に
書
い
て
頂
い
た
の
が
こ
の
『
夕
立
の
女
』
で
、
原
稿
を

頂
く
時
、
放
送
劇
の
細
か
い
約
束
と
い
う
か
、
書
き
方
、
が
解
ら
な
い
か
ら

こ
う
書
い
た
が
、
後
は
演
出
者
に
任
す
と
い
う
お
話
だ
っ
た
の
で
す
。
原

稿
を
示
し
な
が
ら
の
お
話
だ
と
、
実
に
細
か
い
点
ま
で
後
注
意
が
あ
り
、

効
果
音
に
対
す
る
配
慮
は
履
物
の
音
に
至
る
ま
で
及
ん
で
い
ま
し
た
」
と

い
う
よ
う
に
、
当
時
の
経
緯
も
窺
え
る
。

{
9
]
 

こ
の
後
記
に
は
題
名
が
な
い
の
で
、
こ
の
年
譜
で
は
無
題
と
し
た
。

[
川
]

「
鮒
釣
り
」
は
現
在
の
と
こ
ろ

山
手
樹
一
郎
最
後
の
著
作
で
あ
る

と
判
明
し
た
。
こ
の
随
筆
は
親
交
の
あ
っ
た
『
大
衆
文
芸
』
の
土
師
清
二

追
悼
号
に
寄
せ
た
も
の
で
、
山
手
自
身
逝
去
す
る
ま
で
一
年
を
き
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
他
の
作
家
に
比
べ
、
か
な
り
短
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

【
紙
誌
出
版
社
一
覧
】

『
少
女
号
』
(
小
学
新
報
社
)
/
『
小
学
画
報
』
(
新
報
社
)
/
『
タ
カ
ラ
ノ
ク
ニ
』

(
小
学
新
報
社
)
/
『
少
女
文
芸
』
(
新
報
社
)
/
『
婦
人
画
報
』
(
東
京
社
)
/

『
仮
面
』
(
八
千
代
書
院
)
/
『
大
陸
』
(
大
陸
新
報
社
)
/
『
探
偵
よ
み
も
の
』

(
国
際
文
化
社
)
/
『
夕
刊
タ
イ
ム
ズ
』
(
夕
刊
タ
イ
ム
ズ
社
)
/
『
読
売
新
聞
』

(
読
売
新
聞
社
)
/
『
北
国
新
聞
』
(
北
国
新
聞
社
)
/
『
相
撲
』
(
日
本
大
相
撲

協
会
)
/
『
丸
』
(
連
合
プ
レ
ス
社
)
/
『
歴
史
読
本
』
(
人
物
往
来
社
)
/
『
小

説
フ
ァ
ン
』

(
銀
座
文
庫
)
/
『
あ
ま
カ
ラ
』
(
甘
辛
社
)
/
『
大
衆
小
説
』
(
双

葉
社
)
『
大
衆
小
説
』
(
双
夢
社
)
/
司
放
送
文
化
』
(
日
本
放
送
出
版
協
会
)
/

『
婦
人
生
活
』
(
婦
人
生
活
社
)
/
『
月
刊
い
け
ぶ
く
ろ
』
(
池
袋
社
)
/
『
青
春

タ
イ
ム
ス
』
(
弘
和
書
房
)
/
『
新
演
芸
』
(
光
友
社
)
/
『
戦
線
文
庫
』
(
興
亜

日
本
社
)
/
『
新
満
州
』
(
満
州
移
住
協
会
)
/
『
肥
料
』
(
肥
料
協
会
)
/
『
芸

能
文
化
h

(

芸
能
文
化
協
会
)
/
『
海
の
村
』
(
全
国
漁
業
組
合
連
合
会
)
/
『
週

刊
読
売
』
(
読
売
新
聞
社
)
/
『
天
狗
』
(
岩
谷
書
庖
)
/
『
平
凡
』
(
平
凡
出
版

株
式
会
社
)
/
『
別
冊

宝
石
』
(
宝
石
社
)
/
『
文
蚤
春
秋
』
(
文
筆
春
秋
社
)

/
『
都
道
府
県
展
望
』
(
全
国
知
事
会
)
/
『
産
業
新
潮
』
(
産
業
新
潮
社
)
/
『
労

働
安
全
衛
生
広
報
』
(
労
働
基
準
調
査
会
)
/
『
新
青
年
』
(
博
友
社
)
/
『
官
険
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少
年
』
(
日
本
正
学
館
)
/
『
大
衆
文
芸
』
(
新
小
説
社
)
/
『
大
衆
文
芸
』
(
新

鷹
会
)
/
『
少
女
の
友
』
(
実
業
之
日
本
社
)
/
『
主
婦
の
友
』
(
主
婦
の
友
社
)

/
『
婦
女
界
』
(
婦
女
界
出
版
社
)
/
『
家
の
光
』
(
家
の
光
協
会
)
/
『
こ
ど
も

家
の
光
』
(
家
の
光
協
会
)
/
『
文
芸
朝
日
』
(
朝
日
新
聞
社
)
/
『
講
談
と
実
話
』

(
講
談
と
実
話
社
)
/
『
週
刊
新
潮
』
(
新
潮
社
)
/
『
読
切
雑
誌
』
(
教
材
社
)

/
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
(
サ
ン
ケ
イ
新
聞
出
版
局
)
/
『
映
画
と
演
芸
』
(
朝
日
新

聞
社
)
/
『
小
説
春
秋
』
(
桃
園
書
房
)
/
『
小
説
と
講
談
』
(
双
立
社
)
/
『
富

士
』
(
世
界
社
)
/
『
読
切
倶
楽
部
』
(
三
世
社
)
/
『
潮
』
(
潮
出
出
版
)
/
『
小

説
倶
楽
部
』
(
桃
園
書
房
)
/
『
実
話
講
談
の
泉
』
(
世
界
社
)
/
『
朝
日
新
聞
ジ

ユ
ニ
ア
版
』
(
朝
日
学
生
新
聞
社
)
/
『
小
説
街
読
物
別
冊
』
(
高
島
屋
出
版
部
)

(
か
げ
や
ま
・
り
ょ
う

本
学
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学
生
)




